「20世紀と昭和の歴史」　　　立花隆教授　　　　＊印　筆者（辻野長）独感
第11回　2009・6・25（木）　　　　
＜時事＞・各社、株主総会開かれる・JAL赤字、政府予算投入
　　　　・自民選対委員長宮崎県知事に衆議院立候補を要請
　　　　・臓器移植法案の参議院審議開始、解散含みの中で
1.南京大虐殺論争
「南京大虐殺」は、史実か否か！の論争が永年、「事実だ」「実際は無かった、ねつ造だ」
とか、虐殺者数は、ほんの少しだ、いや！うん十万単位の虐殺事件だと、その事件の有無から、死者の数的論争まで、日本では繰り返されています。
以前ご紹介した、秦郁彦著の『南京事件―「虐殺」の構造』は1896年に出版して以来、重版（再販）を重ね、最近2007年改訂版が出ました。
この本は南京事件の「事実派」、「ねつ造派」の双方の言い分を入れてあるものです。
かなり信憑性があります。数字的にもかなり信頼のできる数字をおこしています。
そして、この本の「あとがき」の後に今回追加された＜第9章＞と＜第10章＞が
新書きされています。私自身は、この本(説)を支持しています。（資料配布あり）
{資料}死者20万説（藤原彰、高崎隆司他）4万説（秦郁彦）40～50人説（渡部昇一）
から限りなく0人という説までの資料配布。大虐殺派、マボロシ派、中間派の三派。
＜参考＞1997年、南京大虐殺について書いた米国ジャーナリストのアイリス・チャンの
「レイプ・オブ・南京」は、米国紙ニューヨーク・タイムズのベストセラーになる。
日本のマスコミでは報道されていませんが、安倍元首相が、就任後表敬訪米した時、
米国の国民マスコミ陣には相手にもされず歓迎されず、逃げるように帰ってきました。
安倍が米国でかなりの非難バッシングを受けた事実は米国市民や他の海外では、有名
な話です。（2007年8月「従軍慰安婦問題」が米議会下院で、全会一致で採択される）
＊安倍元首相が、「戦後レジームからの脱却」「美しい国日本」とか言って、憲法改正
戦争回帰を目指して集団的自衛権の拡大解釈を実行しようとしていたタイミングで、米国への表敬訪問。安倍がアメリカ国民から総スカンに近い非難を浴びた。「従軍慰安婦問題、南京事件でっち上げ論者」として米国で知られており、2007年8月米議会の下院で「従軍慰安婦問題」を全会一致で採択されている。

その後、参院選の大敗や社会保険庁の年金問題で政権に行き詰まって辞任。「戦後レジーム、美しい国」は死語になったが、その名残として「防衛庁の衛省への昇格」「憲法改正基本法の可決」がある。「戦後レジーム＝平和憲法の成立」である。平和憲法からの脱却とは何を意味するかは明快である。戦争回帰である。更迭されたあの田母神幕僚長を起用した人物。NHKの「慰安婦問題」のドキュメント番組の制作を事前に介入した政治家とは彼のこと。しかしBPO放送倫理審査会の勧告を受けて、2009年5月NHK会長が政治家の介入の禁止を宣言したばかりである。
2.＜田中上奏文＞について(総理大臣の天皇への進言書)
　世界で、最も沢山読まれた“偽造文”と言われ、日本より外国で“田中メモリアル”
として、多く知られている真偽が分からない文書です。
第26代総理大臣の田中義一が、昭和天皇へ極秘に上奏した「世界征服の為の段階として
中国侵略の方法や、満州蒙古の征服の手法について書いてある。

以前にもゲオポリティックス(地政学)の絡みでも話したように
1 天皇を世界の天皇にする。
2 その為には中国の領有が必須である。その第一歩として満州と蒙古を中国から分割
する。満蒙領有計画（石原莞爾参謀規企画演出、主役は関東軍）の実現をする。
③「大東亜共栄圏成立」を目指す。

という、帝国主義の野望とプランの行程表(方程式)が書かれている。

この文書の真贋はともかく、現実の歴史事実が結果的に上奏文のシナリオ通りになった。
張作林爆殺事件、溝橋溝事件、満州事変、真珠湾奇襲、太平洋戦争に至る迄の帝国主義

による世界制覇が「田中上奏文」のシナリオ。

振り返ってみれば歴史的事実として、その上奏文の筋書き通り歴史が刻まれた事実は
奇異である。

　この「田中上奏文」は中国語で記され、かつ米国で翻訳されて欧米世界に広がって行く。
　日本の敗戦を受けて行われた「極東軍事裁判（東京裁判）」の開始にあたって、

　連合国側の検事団が田中上奏文を証拠としてかなり探したが、原本が発見出来なかった。　

3.映像によるプロパガンダと映像が語る現実
　フランク・キャプラー映画監督ハリウッド映画の巨匠による1934年「有る夜の出来事」がアカデミー賞各部門を総なめにした（監督賞、作品賞、主演男優賞、主演女優賞、脚色賞）。　そのキャプラー監督が「Battle of China」と云う映画を製作し、F.ルーズベルト大統領も絶賛した「南京大虐殺」のドキュメント映画。当初は限られた映画館での上映だったが、大統領の絶賛もあって全米で一般公開上映された。（資料映画を教室で見る）
「南京大虐殺の事実」は一般公開された映画を通して、「日本の戦争侵略犯罪」アメリカ人の心の既成事実として定着する。

この映画の「フィルム素材」は、ほとんど日本側が映したフィルムを切り取って使用しており、キャプラーが編集、演出で制作したもので有る。ハリウッド映画という情報発信力でもって、日本の戦争侵略の事実が世界に広がって行く。
　
4.大日本帝国の中国への侵略
中国の重慶への日本軍の空爆について
　「大東亜共栄圏」を目指した日本帝国主義政府は、満州、南京、上海を攻略して行った。

　あたかも、先に述べた「田中上奏文」のシナリオ通りの工程に合致しているかの様に。

中国は、攻められ、「奥へ、奥へ」と退却。
北支（中国北部、四川省）の重慶へ退き、重慶に武器製造基地などを洞窟の中に作るなどの戦略をとって侵略に対抗すると云うシフト（立場）を中国が敷く。

帝国陸軍の侵攻に相対して、陸路、水路の無い「重慶」を砦とした。
陸路による侵攻が断たれた日本軍は、重慶の空爆を実行。
この空爆の手法、無差別攻撃という一般人を巻き込んだ破壊戦略は、後に日本が受ける
ヒロシマ、ナガサキ、東京空襲の先駆け（日本への怨念）となった。
世界最初の大規模な空からの攻撃・「空爆」、それも今までなかった一般人、庶民おも無差別に殺傷した＜日本の不幸なオリジナル＞攻撃である。

この空爆の時に、爆撃機に同行したのが「ゼロ式戦闘機・ゼロ戦」だった。

この襲撃の大成果により、ゼロ戦が、後の「真珠湾奇襲作戦」の主役となっていく。
＊この講義の終わった後、立教大学の旧友で、今年セカンドステージ大学に入学した

　海外駐在経験の多かった友人が、私に話してくれた。
「重慶は、大変気候の不安定で、一年中雨の多い地域で、一か月に２～３日しか晴れた日

　が無いんだ。現地（重慶）の人が言っていたけど、晴れた日には、犬が（晴天が珍しく）一斉に吠えるそうだ。晴れる日が珍しい。それほど、気候が悪いっていうか、風雨の強い地形に、重慶は位置しているのだよ」と。中国が後退作戦をとって気候まで計算して空爆にそなえて重慶に拠点を置いた戦略だったかも知れないと、ふっと思った。TT独感
先生は言う。このように、奥へ奥へと戦線をシフトしていく作戦に乗って、深みにはま
り自滅し敗北して行った例は多い。

「歴史は繰り返す」ですね！と、立花先生はこの講義をくくる。

・ナポレオンのロシア侵攻の時の、「冬将軍・寒さ」で敗北した事。

・ベトナム戦争でのアメリカの奥地ゲリラ戦での敗北などの先例は我々の記憶に新しい。
　　　　　　　　　　　　第11回講義　終わり
